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去る12月 3日（金）日本医師会に於いて、
標記連絡協議会が開催された。
協議会では、女性医師等相談事業の取り組み

を行なっている9県医師会（①福岡県、②徳島
県、③山口県、④岡山県、⑤兵庫県、⑥福井
県、⑦千葉県、⑧茨城県、⑨青森県）より各種
支援状況などについて事例発表が行われたの
で、以下に会議の模様を報告する。
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本会では厚労省の委託事業として、女性医師
支援センター事業を実施しており、就業継続の
支援をはじめとする多角的な支援を行っている。
なかでも、この事業の中核である日本医師会

女性医師バンクは、平成19年 1月に開設し、
来年4周年を迎える。本事業は、これまでコー
ディネーターによる点と線を結ぶ形での運営を
行ってきたが、これからは各県のより一層のご

協力を得て、面として拡げていくことが必要で
ある。
本会では昨年9月「女性医師等相談事業連絡

協議会」を開催し、各都道府県医師会等におけ
る相談窓口の設置・運営について要請を行っ
た。また、本年5月には「女性医師支援担当理
事連絡協議会」を開催し、平成22年度政府予
算における変更点等の説明を行った。現在、相
談窓口事業に取り組まれている医師会は、徐々
に増加しつつある。今後更に普及されることを
期待し、本日協議会の開催となった。
協議会では、相談事業を行なっている9つの

県医師会に事例発表をお願いしている。これら
の事例を参考にしていただき、地元行政への働
き掛けをはじめ、女性医師等相談窓口事業の実
施と更なる充実をお願い申し上げる。
女性医師の活躍は医療の望ましい発展に欠

かせない重要な問題である。日医としてその実
現のために真摯に取り組みを進めていく所存で
ある。
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